
Fig.1 Raman spectra of ScAlMgO4 crystal in c-plane 
backscattering geometry. 

Fig.2 Raman spectra of ScAlMgO4 crystal in ab-plane 
backscattering geometry. 
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【はじめに】ScAlMgO4 (SCAM) の格子定数は a = 0.3245 nm, c = 2.5295 nm [1]であり、ZnOおよ

びGaNとの格子不整合率はそれぞれ 0.09%と 1.8%であることから酸化物半導体や窒化物半導体の

格子整合基板として利用が試みられている[2][3]。一方、SCAMの物性については未解明な部分が

多く、実用化に向けて物性を明らかにする必要がある。本研究では偏光ラマン分光法を用いて

SCAMが持つフォノンモードの同定を行った。 

【実験結果および考察】SCAMは RFe2O4 型 (R = Lu, Yb)の結晶構造を有するため[4]、RFe2O4の

ラマン解析[5]を参考にした。Fig.1 に c面 SCAMのラマンスペクトルを示す。上のスペクトルは

偏光配置 z(x,x)-z であるためラマンテンソルから A1gと Egが許容である[6]。下のスペクトルは偏

光配置 z(x,y)-z であり Egが許容である。Fig.2 に ab 面のラマンスペクトルを示す。上のスペクト

ルは偏光配置 x(z,z)-xで A1gが許容、下は x(z,y)-xで Egが許容である。これらの条件からフォノン

モードの帰属を行い、6Eg (221, 311, 362, 418, 535, 755) + 6A1g (199, 327. 535, 600, 755, 835) を同定

することができた。 
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